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走 り 幅 と びの Performance に影響 を お よ ぼす
諸要因 に つ い て の 一考察

石 井 美 弥 子

1 は じ め に

アメ リ カ の エ ッ カ ー が， 「空中で宙返 り を行えば，踏み切りによって速度を失わずにす
む。 」 と 1 9 7 1 年 に，著 書 「 Tra ck and F i e ld Dynami c s 」 に発表して以来， 記録
追 求の あ く なき努力が回転とびとしてあらわれ， その技術の可能性を確かめているとき，
その安全性の問題から国 際陸連が回転とびを禁止した。 しかし， いかにすれば 9 Mをこえ
るこ と ができるか， その条 件 は 何であろ う か と い う 課題に ついては， その達成のためにこ
れからも努力されるであろ う。

走 幅とびにおいて成 否を決定するものは何であり， 好記録を出し得るのはいかなる選手
かとい うことについて， V ・ ボ ボ フ は「上背があり均斉がとれ， 身体全体 （ 特に両脚）の
筋 肉 が 高度に発 達した世界の一流跳躍選手は，ス プ リ ン タ ー のス ピ ー ド と推進力， 走 高跳
選手の強いバ ネ と運 動の協調性， ハ ー ド ラ ー の リ ズ ム 感と軽 快な身のこなしをすべて具備
している。 」 と述べている。 また， G e orge T. Bre s n ah anは 「走 幅跳競技者の具体的
素 質を論ずるにあたって 考慮されるべき点は， 年令 ・ 身長 ・ 持 久 カ ・ 跳躍 カ ・ 神経 及 び筋
肉の協調 ・ リ ズ ム ・ ス ピ ー ドである。 」 と述べている。 しかし，現在の状況では， 競技者
の潜在力を評価 するための重要な要素を決定できるだけの十分なデー ク ー は集められてい
ないようである。 コ ー チする立場からみると，より客観的なデー ク ー が要求されるが， 最
終的な評価は， 結局は主観的なものになってしま うであろ う。 しかし， それは客観的にと
らえられた資 料にもとづいたものによってである。

前回では，専 門 に ト レ ニ ン グされていない女子体育大 学生を対象に， 走 幅とびにおける
助 走距 離の跳躍距 離におよぼす影 響，また，走 幅とびと関わりがあると考えられる基礎的
運 動技能や， 運 動の基礎となる要因と跳躍距 離との関わりはどのようになっているかを分
析し， 研究をすすめた。

今回は， 走 幅とびを専 門とする女子競技者を対象にして， 走幅とびの P e rforma n c e
と形態に関するものについて， また， ト レ ー ニ ン グによってかなり高い レ ペ ルまで引きあ
げる ことのできる機能に関するもの，（筋 カ ・ 瞬発 カ ・ 敏捷性 ・ 神経感覚 ・ 柔軟性）との
関わりはどのようなものであるか， について知りたいと思い研究をすすめた。

2 研 究 の 方 法
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研 究 の 対 象 は ， 本学陸上 競 技 部 員 を 含 む 女 子 競 技 者 （ 最 高 記録5M 04 - 6M 41 ,  乎均

5M 4 7 ) 32 名 に つ い て測 定 し た 。 測 定 は 昭和49年8 月 ， 10月 に ， 日 本体 育 協会 ・ ス ボ ー

ツ 研究所で正 確 を 期 し て行 っ た 。 走 幅 と びの 記録 は ， 各競技者 の 最 高 記録お よび測 定結果

と ， より 正 確 な 関 わ り を知 る た め に 測 定 日 前後1 ヶ 月 以 内 の 競技 会 の 記録 の 2 つ に つ い て

と り あ げた 。 測 定 は56項 目 に つ い て 行 っ た が， 項 目 に よっ て は サ ‘ノ プ ル 数 の 少 な い も の も

あ っ た の で， 完 全 に そ ろ っ て い る42 項 目 のみ に つ い て と り あ げた 。

（ 測 定 項 目 〕

・ 形態 に 関 す る も の

① 身 長

② 体 重

③ 脂 肪 推 定率

④ 総脂肪量

⑤ 除 脂肪 体 重

⑥ 皮下脂肪厚 （ 上腕 ）

⑦ 皮 下 脂肪厚 （ 背 ）

⑧ 座 高

⑨ 上肢 長 （ 右 ）

⑩ 上肢 長 （ 左 ）

⑪ 下腿長 （ 右 ）

⑫ 下腿長 （ 左 ）

⑬ 伸 展上腕 囲 （ 右 ）

⑭ 伸 展上腕 囲 （ 左 ）

⑮ 屈 曲 上 腕囲 （ 右 ）

⑯ 屈 曲 上 腕囲 （ 左 ）

⑰ 前 腕 囲 （ 右 ）

⑱ 前腕 囲 （ 左 ）

⑲ 手 頸 囲 （ 右 ）

⑳ 手 頸 囲 （ 左 ）

⑳ 大 腿 囲 （ 右 ）

⑫ 大腿 囲 （ 左 ）

⑳ 下腿 囲 （ 右 ）

⑳ 下腿 囲 （ 左 ）

⑮ 足 頸 囲 （ 右 ）

⑳ 足 頸 囲 （ 左 ）

・ 機能 に 関 す る も の

＜ 筋機能 〉

⑰ 背筋 力

⑳ 握 力 （ 右 ）
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⑳ 握 力 （ 左 ）
⑳ 腕 力． （ 右 ）
® 腕 力 （ 左 ）

® 脚 力 （ 右 ）
® 脚 力 （ 左 ）

石 井 美 弥 子

く 瞬発 カ ・ 筋機能 ＋ 神経機能 〉
⑭ 垂直跳

＜ 敏捷性 ・ 神 経機 能 ＋ 筋機能 ＞
® サ イ ド ス テ ッ プ
® ス テ ッ ピ ン グ

く 神経感 覚機能 ＞
⑰ 全 身 反応 時 間 （ 動作 開 始 ）

⑱ 全 身 反応 時間 （ 筋 収縮 ）

® 全身反応時間 （ 全 身反応 ）
く 柔 軟性 • 関 節機能 〉

® 伏 臥 上 体 そ ら し
・ 走幅 と びの成績

＠ 走 幅 と びの 記録 （ 測 定 日 ， 前後 l ヶ 月 以 内 の 記録 ）

＠ 走幅 と びの 最 高 記 録

3 結 果 と 考 察

走幅 と びの Performa n c e と 各測定項 目 と の 相 関 関 係 ， そ し て ， 各 測 定項 目 間 の 相 関 関

係 に つ い て の 考察 をす る 。 第 1 表 は 測 定項 目 の 相 関 関 係 で こ れ か ら 走 幅 と びの 成績 と 測定
項 目 に つ い て と り あ げた の が第 2 表 で あ る 。

(1) 走 幅 と び の Performa nc e と 各測定項 目 と の 相 関 関 係 に つ い て

走幅 と びの Performa n c e と 各 測 定項 目 と の 相 関 は ， 第 1 . 第 2 表 か ら 形態 ・ 機能 の そ
れぞれに み る こ と が で き た。 ま ず 走 幅 と びの Performa nce と 形態 と の 関 わ り 方 か ら み て
み る と ， 脂肪分 を と り の ぞい た 体 重 と い う こ と で， よ り 筋量 に 近 い 体 重 と し てみ ら れ る 除
脂肪体 重 と 身体の 充実 度 を示 し， 筋 量 の 指標 と して 用 い ら れる 体 重 と と も に 相 関 がみ ら れ
た 。 こ の 体 重 と 除 脂 肪体重 と の 相 関 は ， ． 9 8 と か な り 高い相関 を示 し て い る 。 ま た ， 大腿
・ 下 腿 の 発 達 を 示 す値 と し て用 い ら れ る 大腿 囲 ・ 下 腿 囲 （ と く に 下腿 囲 ） に ， 高 い 相 関 が

み ら れた c こ の こ と は ， 大 腿 囲 ・ 下 腿 囲 が太 < , な お かつ脂肪量の 少 な い こ と が， 走 幅 と
び競 技 者 の 特 徴 を示 す ひ と つ の 指 標 で あ ろ う 。 つ ぎに ， 機能 と の 関 わ り 方 を み る と 筋機能
で あ る 背 筋 力 （ 最 高 記 録 ） ・ 握 カ ・ 腕 カ ・ 脚 力 間 に 相関 が み ら れた 。 背筋カ ・ 脚 力 に つ い
て は ， あ る 程 度 関 与 し て い る こ と は 予 測 し て い た が， こ こ で上 肢 の 筋 力 の 指標 と な る 腕 力
や跳躍 に は 直 接関 係 が な い と 考 え ら れ る 握 力 に 相関 が 認 め ら れ る こ と は， 跳躍 の 選 手 と い
え ど も か な り 上肢 ・ 下 肢 の バ ラ ン ス の と れた 筋 力 を 養成す る こ と が必 要 であ る と い う こ と
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第 1 表 測定項 目 の 相 関 に つ い て

走 幅 と びの Performan切 に 影 響 を お よ ぽ す 諸 要 因 に つ い て の 一考 察 （ そ の 2 ) 3 8  

□-工- 3 4 5 6 7 8 9 1 0 1 1  1 2  13  - 1 4 15- 1 6 17 1 8  19  20 2 1  22 23 24 25  26  27  28 29 30 31  32 競皐亙三 37 38 39 40 41旦
1 .7 5謎 ．2 8 .6 1** .7 3** .36 * .2 3 .7 2虹 .1 r· .6 r .3 o .25 .49** . 3 s  · .4ず＊ ．4 4 * . 3 4 ,4 4 *,20 .2 1 ,4 7"* . 4 3'* _5 7'* _5 1** .3 4 .38 * .3 6 * .2 8 .0 7 .2 4 . 29 . 1 1 .0 1 -.0 6 -.1 5 .2 2 -.0 1 .0 2 -.0 3 ,8 3** .4 6** ,4 3 *

2 | ．3 9• .7 9*＊ ．9 8*＊ ,5 7 .5 0** .5 5狂 ．6 r .5 げ＊ ．2 1 . 1 6 .8 f* ．8 1** .8 が 必“ . 7 0** .rt" .1 0 .5 4** ,8 5"'* .8 6"' .8 (* .8 ,f* .6 2.. ，f• .4 g• .5 7 .2 7 .5 r .5 グ＊ ． 2 7 . 1 2 令0 1 .5 5荘 ． 1 2 . 1 3 .0 9 .0 4 ,4 9** _4 ず＊ .4 g*•
3 f .s 6'"* .1 9 .s o** . 2 4 .3 1 * .3 0 . 28 .2 1 .1 4 .4 0 * .4 0 * .4 f* ..1 6 * .4 f* .4 2 * .3 0 ,3 a * .3 3 . 2 1 . 29 .2 s . 3o .3 2 .() 6 .2 2 .0 9 . 1 7 . 1 9 .2 9 .0 5 -;1 4 -.2 4 -.3 2 . 1 6 -,2 7 -.0 4 .3 3 -: 1 6 -: 1 4  
4 i .6 5畔

．6 4.. .4 2 * .5 s"* .s t* ,49** .26 . 1 8 .n** .s s** .7 4** .6*t* .6 t• .6 9●● ,2 2 ふ 3"'° .65"* .6 3.. •5 4'* .6 1* ,5 (* ,59** , 2 8  * .4 4  * .1 9 .3 5 * ,38 * . 3 2 .0 9 -;J O -.4 3 �-•2 9 .1 8 ·;2 1 .0 1 .4 7臼
． 1 5 . 1 6I 5 , .50” .4 8*＊ ．50*＊ .5 が ．5 4** ,1 7 . 1 4 .8 5"* .7 1f* ．ず ．s*o** .6 5"* .7 '!ふ .o 5 ,4 9•• .8 5"* 汀＊ ．8 r .8 r .5 ず＊ ．呵＊ ．4 f* .5ず ．2 8 .5 ('* ふ t* .2 2 . 1 7 ,0 2 -.5 5 .. 叫 5 . 1 1 姐 ，0 5 ,4 5** .5 げ· .5 子＊

6 I .2 4 .4 2 · . s r .4 0 ·-.0 4 孤 ．6 ず＊ ．6 0*＊ ．5 f富＊ ．s t* .s 9** .0 9 .2 6 .4 8** , 4 9** “← .4 3 * .3 1 ,35 * . 1 9 .2 1 .0 8 . 2 2 . 1 2 .0 8 追 噂 l -.8 3え3 0 . 3 7 * .0 2 .2 8 . 3 4  -:0 6  -:0 8 ! 
7 1 會2 1 . I 8 . 1 1 .3 3 図2 8 .5 f* .6 2” .5 1** ,5 f* . 4 ぜ＊ ．5 0** ,29 .4 6序＊ ．5 g"* , 6 1** . 3 8 * .4 6** . 3 6  * .4 f

・'-;1 5 .0 1 -.0 1 .0 8 .0 9 � o s  al 5 . 1 4 . 30 .2 9 .3 6 * . 1 2 -3 4 . 29 .0 1  JJ 2 

8 | ．4 g* ．4 ぜ
＊

.0 9 .0 6 .s o** .35 * .s t* .4 2  * . 3 7  * .3 5  •_.1 5 .  l O .4 2 * .4 4 • 平 3 3 .3 1 . 3 0 .3 3 . 1 2 ,0 2 孔 0 , J. 8 . 1 7 . 1 2 .6 0·•-.1 4 -．4 8*＊_.2 9 .0 9 .0 4 .0 8 .7 0*＊ 冨 1 9 .1 5  

9 1 .9 1"* .0 1 .0 1 .4 ず• ,40 * .3 6 * ,3 3 . 3 3 .4 13'\3 0 .0 9 . 28 . 3 1 ・ 3 6 * .3 1 , 1 3 . 2 0 .3 9 * ,3 1 .1 2 - 3 2 ,2 3 � 0 9  a2 2 ·03 6 *-,4 0 '-. 1 8 .2 1 -;0 4 . 1 3 . 66*＊ 喧 1 8 . I 6 
1 0 ! -.0 4 -.0 4 .4 2 * , 35 * ,3 4 , 2 8 . 3 2 .4 0 *-;2 9 .1 0 . 2 3 , 2 6 . 2 4 .3 0 . 1 0 , 1 7 .4 0 * . 3 5 * .1 9 .3 3 .2 3 -.0 9  �2 0 -.3 5 *-.3 4 -,1 6 . 2 0 -.0 9 .0 9 . 5 3** .2 2 .2 1 
1 1 ! I .98"" .0 7 雹 1 8 .0 6 」 2 ,0 5 .0 4 .3 0 .3 4 . 1 2 . 1 4 - 1 6 .2 5 .36 * ,3 7 *-, 1 0  -: 1 5  -.1 1 �20  -:1 1 .0 6 ,0 3 .3 2 .4 1 \5 1** . 0 9 .0 7 . 1 0 .5 6** .0 4 ,0 3 
1 2 1 .0 2 . 1 5 .0 2 . 1 0 .0 3 .0 2 .2 9 ,3 3 .0 6 .0 9 . 1 2 ,2 3 , 36  • ,3 5 ＊-:11 � 1 5 -.0 6 -;2 0  -; J O .0 1 .,0 6 .3 3 .3 7 \;; 3** ,0 8 .() 5 .0 9 .5 0切） 5 ．0 4  

1 3  I . 89** .9 1** .8 4"" .s o** .s o** .2 7 .6 が ．8 9*＊ ．8 8 .7 ざ＊ ．8 1** ．5 r .6 8*＊ ．4 l * .5 4*＊ ．3 5 * .6 3中● ．5 (* .2 7 . 1 5 .0 3 -,66**-,1 3 . 3 2 -•o a . 1 9  _5 1•*. :i o .3 0 
1 4 1 .8 .f* ．8 9*＊ ,8 ず＊ ．8 1*＊ ．3 9 * ．7 1*＊ ．8 1*＊ ．8 .r .6 ざ＊ ． 7 4*＊ ．5 f* ．7 『 .2 4 .5 0*＊ ．3 7 * ．5 ざ＊ ．5 g• . 1 9 ,0 4 .0 9 -．36  t2 5 . 3 0  40 2 、20 3 4 . 1 9 .2 1 

1 5  1 .9 l** ．8  T .7 が＊ 30 .6 1,.. ．8 1亨べ8 ダ ．7 0** .7 o** .5 6"* .7 o** .3 3 .s s"* .3 2 .5 ｀ぞ 詞＊ ． 2 9 . 1 8 . ! 6 -.5 6*＊�1 2 . 3 3  �1 2 . 1 7 . :i , * .3 0  ,2 9 

1 6 1 .8 f• 疇7 9** .2 9 .6 が＊ • 8 0*＊ , 8f• .7 1*＊ ．ガ＊ ．6 ダ＊ ．7 r .2 8 5 7  .4 1 * ．5 ず＊ たザ＊ ．2 1 , 1  3 .2 5 -.4 7*�-，0 9 . 1  7 -，0 3 . 1 0  .2 2 .3 1 .3 2 
1 7 1 

I . 1 0** .4 5*＊ ふ げ＊ ．6 4*＊ ．6 ? ．5 'f* •6 f* ．6 ，ぐ＊ ． 7 ず＊ ．2 6 5 8*＊ ．4 1* ．5 f* ． 4ざ＊ ． 1 1 -0 4 .1 7 -, ,! 7 *.2 8  .3 1 .0 2 .2 4 � 1 1 --:0 1 .O l 
1 8 , ．l 7 .6 ザ＊

．6 f .7 1*＊ .6r .6 r .4 0  * ．5 げ＊ ．3 4 .s t* .s 1** .3 5 * .1 6"* . 2 3 . 1 1 . 1 2 -.3 6  *-. 1 6 . 1 9  "'2 1 .0 1 .4 1 * .2 s .2 s 
; ;  I 

1 身 長 22 大 胚 囲 （ 左）
．7 1*＊ .2 3 . 1  9 .30 . 4  2 * ,4 2 * ． 4ず＊

て 1 6 . 30 .2 8 .2 2 .1 7 , 1 3 .1 4 2 7 ,29 て2 7 . 2 1 -． 1 2 .0 7 . 38  t.0 8 て0 5
2 0  1 2 体 重 23 下 肋 囲 （ 右） 汀＊ ． 5 T .6 子＊ ．7 0” .5 4*＊ ．5 ず＊

．1 3 .6 f• .5 r .3 6  * ＊4 2  * ．3 0 .2 3 .3 2 .4 7*＊t2 8 . 2 2 這 ．07 cO l :2 1 :2 5 
2 1  I 3 脂 肪推定率 24 下 睦 囲 （左） ．9 g• , 7ゲ＊ ． 8 か＊ ．4 7"'* .6 1** .3 7 • . 4 4 * .2 0 .6 5"* .6 1** . 4  2 • .3 1 .(l 2 -.5 6** .0 8 .0 8 -，0 6 .0 3 .3 8 * .4 2 □ ず＊

2 2  I 4 総 脂 肪 量 25 足 頸 囲 （右） ，元＊ ．7 1* ,4 げ＊ ． 6 0** . 3 4 A l * 4 9 .5 g* .5 ぐ ． :J 9 * .3 1 .02 -.5 1 *� .05 . 1 0  -:0 1 .0 7 .3 4
.,

.4 2
, : .4 .1

_: 
2 3  1 5 除脂肪体重 26 足 頸 囲 （方） ・年 ．6 9ギ＊ ．7 9* .35 * ．6 7 .3 5  * ．5 6** .5 2*＊ ．3 0 . 1  8 .0 6 -．4 6”て0 4 .0 8 -． 2 0 迦 ． 4 6*＊ . 5 9*＊ ． 6f•

z 4  I 6 皮 下 脂 肪厚（ 上腕） 27 背 筋 力 .7 が ．7 9"* .3 5 * ,6 1** .4 1 * ,5 'if'* .s t* . 2 s . 1 6 ,1 3 -.4 4 *� 1 4 . l l  -. 1 5  -c0 1 .4 0 * . 5 ず＊ ．謀
＊

.9 仁0 2 , 39 * , 1 9 .2 5 ,2 4 �0 1 �1 4 .2 9 -.4 6*＊'.3 9 • .2 1 . ,() 4 . 1 4  � 09 . 1 8 . 1 8  2 5  | 7 皮 下脂防暦（ 背 ） 28 握 力 （右）
26  i .1 8 .4 f* ．2 3 .39 * .3 3 .:0 1 71 2 .3 2 -．5 0*＊'--.3 7 • . 2 4  -.06 , j 5 .0 1 、2 i .2 0 
2 7  1 

8 座 高 29 握 力 （左）
I .5 t* ,4 4 * .6 1* .6げ＊ ． 3 5 * ,3 i  -,2 2  -.5 0** .3 3 -, 0 l -. 1 6 -. 1 0 . 5 8*＊ ． 3  4 . 3 7 * 

2 8  1 
9 上 肢 侭 右） 30 腕 力 （右） •8 げ＊ ．5 ぜ＊ ．5 げ＊ ．2 8 .2 2 .0 8 -.3 3 . 1 9 . 0 4  -．3 9 こ 2 0 て2 4 . 4 r .4 ず

2 9  I lO J:: 肢 長（左） 31 腕 力 （左） ．4 4 ぺ5 ゲ ．0 6 .0 3 .2 0 -. 1 5 .0 2 . 0 8 -. 4 9  .. 丑 2 3 -;0 9 . 3 1 . 3 6 * 

3o I 1 1 下 臆 長（右〉 32 脚 力 （右） ，8ず＊ ． 3 0 .2 2 -. 1 6  -.6 5** .2 5 -: 0 1  -.0 9 -.0 6 . 2 4 . 3 ] . 3 2  

3 1  ! 12 下 腿 長（ 左） 33 脚 力 （左） ．4 5"* .. 3 5 ＊-.0 8 -、5 4*＊ ,2 5 て 1 3 玉l l ·-. 2 8 . 3 3 . 4 0• ,4 4 •  

3 2 I 1 3 伸展上腕囲（右） 34 垂 匝 跳
3 3 ,  

．紺＊•a1 6 -.3 8  * .2 2  --, 1 4 -,2 0  -. 2 3 . 2 2 . 3 ff ,4 2 *  
-: 1 0  ··. 2 8 .3 8 *-• 2 4  -:0 9  -. 2 4  -:(J 3 . 3 3 . 3 6 *  

| 1 4  伸 展 J::腕囲（左） 35 サ イ ド ス テ プ
ー
II •  

3 4  1 .6 3*＼1 8 4 0 .0 9 ~·0 3 t 3 3 .08 .0 8 

35 l 
15 屈 曲 上 腕 囲（ 右） 36 ス テ ッ ピ ン グ

-: 1 6 . 0 3 . 57'* . 3 6 卓�4 7*＊て 4 f -`3 5 * 

36 | 16 屈 曲上 腕 囲（左） 37 全 身 反 応 時 問 （ 開 始 ） -:5 4**-,0 7  -.4 5"*-: 1  s .2 6 .2 8 

3 7  j 17 前 腕 囲 囲（ 右） 38 全 身 反 応 時 間 （ 筋 収 縮 ） ，0 8 .8 0*＊ ， ］ 2 :2 6 -,2 7  

3 8  | 18 前 腕 囲（左） 39  全 身 反 応 時 間 （ 全 身反応 ） ．6 ぐ＊-; l l -; 3 6" -.4 0 *  

3 9  1 .0 2 っ4 1* _.4 4 * 
I 19 手 頸 囲 囲（右） 40 伏臥上体そ ら し

4 o l 20 手 頸 囲（左） 4 1  走 幅 跳 記 録 ＊＊ 1 'f, 水 準 で有意
4 1  
4 2  

I 

21 大 腿 囲（右） 42 走幅跳最麻記録 • 5 妬 水 準 で有意

A f .4 g• 
（ 項 目 に よ っ て は サ ン プ ル 数 の異 な る も の が あ る ） .9 '1'* 
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3 5  

3 6  

3 7  

3 8  

3 9  

4 0  

4 1  

4 2  

走幅 と び の Performanc e に 影響 を お よ ぼ す 諸 要 因 に つ い て の 一考 察 （ そ の 2 ) 3 9  

第 2 表 平 均 値 ， ， 標 準 偏 差 ， 相 関 係 数

項 目 平 均 値 最 大 値 最 小 値

身 長 1 6 2. 2 6  1 7 2. 3 0  1 5 3 . 4 0 

体 重 5 1. 7 8  6 5. 0 0  4 4 .0 0 

脂 肪 推 定 率 1 4. 3 4 2 0. 4 0  1 0 .0 9 

総 脂 肪 量 7. 4 8 1 1. 0 0  4 . 5 4 

除 詣 肪 体 重 4 4. 2 8 5 3. ·5 0 3 7 .8 6 

皮 下 詣 肪 厚 （ 上腕 ） 9. 1 2  1 4. 0 0  4. 4 0  

皮 下 脂 肪 厚 （ 背 ） 7. 2 3  1 2. 0 0  4. 3 0  

座 高 8 6. 7 3 9 1. 6 0 8 2. 6 0  

上 肢 長 （右） 6 9. 7 9 7 4. 7 0  6 3. 2 0  

上 肢 長 （左） 6 9. 3 8  7 4. 9 0  6 3. 9 0  

下 腿 長 （右） 4 1. 6 5 4 8. 0 0  3 2. 5  0 

下 腿 長 （左） 4 1. 7 8 4 8. 2 0 3 1. 5 0  

伸 展 上 腕 囲 （右） 2 2 7 1  2 6. 0 0 1 9. 8 0  

伸 展 上 腕 囲 （左） 2 2. 3 8  2 6.. 0 0 1 9. 1 0  

屈 曲 上 腕 囲 （右） 2 4. 7 2 2 7. 3 0 2 2. 0 0  

屈 曲 上 腕 囲 (1;) 2 4. 3 8 2 7. 1 0  2 0. 8 0  

前 腕 囲 （右） 2 2. 1 1  2 4. 0 0  1 9. 5 0  

前 腕 囲 （左） 2 1. 7 0  2 3. 3 0 1 9. 8 0  

手 頸 囲 （右） 1 4. 7 9  1 6. 0 0  1 3. 6 0  

手 頸 囲 aぅ 1 4. 5 2  1 5. 7 0  1 3. 4 0 

大 腿 囲 （右） 5 0. 3 2 5 6. 4 0  4 4. 8 0  

大 腿 囲 (!;) 5 0. 1 4  5 6. 5 0 4 4. 9 0  

下 腿 囲 （右） 3 4. 3 3  3 9. 0 0  3 0. 9 0  

下 腿 囲 <Ji) 3 4. 3 6  3 8. 3 0  3 1. 3 0  

足 頸 囲 （右） 2 0. 3 6  2 2. 5 0  1 8. 0 0  

足 頸 囲 (:1i) 2 0. 4 0  2 2. 4 0  1 8. 1 0  

背 筋 力 1 0 0. 1 1  1 4  4. 0 0 5 4 . 0 0  

握 カ （右） 3 5. 7 3 4 8. 5 0  2 5. 5 0  

握 カ （左） 3 l l 8  4 3. 0 0  2 7. 0 0 

腕 カ （右） 1 4. 6 9 2 1. 5 0 1 0. 5 0  

腕 カ G 1 4. 6 1  2 1. 5 0  9. 0 0  

脚 カ （右） 6 6. 0 9  9 0. 0 0  5 0. 0 0  

脚 力 は 6 3. 5 0  8 9. 0 0  4 5. 0 0  

垂 直 跳 5 4. 1 8  6 9. 0 0  4 6. 0 0  

サ イ ド ス テ ッ ブ 4 4. 1 6  4 9. 0 0  3 3. 0 0  
ス テ ッ ピ ソ グ 1 0 8. 0 3  1 2  7. 0 0  8 2. 0 0  

全身反応時間（ 開 始 ） 1 9 2. 2 2  2 4 9. 0 0  1 4 8. 0 0  

全身反応時間 （筋収縮） 1 7 6. 5 6  2 0 5. 0 0 1 1 0. 0 0 

全 身 反 応 時 間 3 6  8. 4 4 4 4 5. 0 0  2 9 2. 0 0  

伏 臥 上 体 そ ら し 6 1. 7 4 7 2. 0 0 4 6. 0 0  

走 幅 跳 記 録 5. 4 5  6. 1 2  5. 0 4  

走 幅 跳 最 高 記 録 5. 4 7  6. 4 1  5. 0 4  

（ 項 目 に よ っ て は サ ソ ブ ル数の異な る も の が あ る）

標 準 偏 差 清）
4. 9 5 0. 4 6※ ※  

6. 0 0  0. 4 9※ ※ 

2. 1 9  0. 1 6  

1. 6 6  0. 1 5  

4. 7 4  0. 5 6※ ※  

2 . 4 5 0. 0 6  

1. 7 4 0. 0 1  

2. 7 3 0. 1 9  

3. 0 4 0. 1 8  

3. 1 4  0. 2 2  

3 7 2  0. 0 4  

3. 9 4  0. 0 5  

1. 6 7  0. 3 0  

1 .  7 1  0. 1 9  

1. 5 5 0. 3 0  

1. 5 5 0. 3 1  

1 .  0 7 0. 0 1  

0. 9 8  0. 2 5  

0. 6 8  0. 0 8  

0. 6 3 0. 2 1  

3. 3 0  0. 4 2※ ※  

3. 4 2 0. 4 2※ ※  

2. 1 1  0. 5 9※ ※  

2 . 0 0  0. 5 6※ ※  

0 . 9 7  0. 1 8  

0. 9 8  0. 2 1  

2 1. 6 5 0. 3 4  

5. 0 2  0. 4 ff'※ 

4 . 3 1  0. 3 1  

2. 3 0  0. 3 1  

2. 6 7  0. 4 0 ※ 

1 2. 8 0  0. 3 8 ※ 

1 3. 0 0  0. 3 3  

4. 6 2  0. 0 8  

4. 0 6 0. 4 3 ※ 

1 1. 4 2 0. 2 6  

2 9. 5 9  0. 2 6  

2 3. 8 7 0. 3 6  ※ 

3 9. 5 3  0. 4 1 ※ 

6. 3 8  0. 4 4 ※ 

0. 3 4  1. 0 0  

0. 3 6  0. 9 � ※ 

※ ※ 1 ，，， 水 準で有意
※ 5 ，，， 水 準で有意

相 関 係 数
（ 最 高 記録）

0 .  4 3 ※ 

0. 4 8※ ※  

0. 1 4  

0. 1 6  

0. 5 押 ※

0. 0 8  

0. 0 2  

0. 1 5  

0. 1 6  

0. 2 1  

0. 0 3  

0. 0 4 

0. 3 0  

o. 2 1  

0. 2 9  

0. 3 2  

0. 0 1  

0. 2 8  

0. 0 5  

0. 2 5  

o. 4 S※ ※  

0 . 4 3  ※ 

0. 6 � ※ 

0. 5 舒 ※

0. 1 8  

0. 2 0  

0. 3 7  ※ 

0. 4 rf'※ 

0. 3 6 ※ 

0. 3 2  

0. 4 4 ※ 

0. 2 1  

0. 3 6  ※ 

0. 0 8  

0. 3 5 ※ 

0. 2 8  

0. 2 7  

0. 4 0  ※ 

0. 4 4  ※ 

0. 4 5※ ※  

0. 9 � ※ 

1. 0 0  
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を示 唆 し て い な 敏捷 性 の 有無 を知 る 手 が か り と な る サ イ ド ス テ ッ プ と は ， ． 4 3 と 相関 が

み ら れ， 関 節機能 の 伏 臥 上 体 そ ら し に も 相関 が認 め ら れ た 。 ま た ， 全 身反応 と の 相 関 が 認

め ら れた が， 刺 激 に 対 す る 反応 時 間 よ り も 筋収縮時間 と の 間 に 相 関 が 認 め ら れ た こ と は，

短 距 離 走 の よ う に ク イ ム を 競 う も の と ， 跳 躍 の よ う に 距 離 を 競 う も の と の 違 い と 考 え る の

は ど う で あ ろ う か。

以 上 の こ と か ら 平 均 以 上 の 身 長 ・ 体 重 ・ 筋 力 が あ り ， 敏捷性 ・ 柔 軟 性 の あ る こ と が必要

条 件 と い え る で あ ろ う が， こ こ に あ げ ら れた 各 項 目 の 平 均値 以 上 の 能 力 の 持 主 で あ れば，

カ の 出 し方 の ク イ ミ ン グ さ え あ え ば か な り の 記録 が 出 せ る 可能 性 を も っ て い る と い え よ う 。

(2) 各 測 定項 目 間 の 相 関 関 係 に つ い て

① 形態 に 関 す る も の

・ 身 長 ・ 座 高

長 さ ・ 周径 を示 す も の と の 相 関 が あ 見 筋 力 は 背筋 力 を の ぞい て は み ら れず＄ 伏

臥 上体 そ ら し に 高 い 相 関 が み ら れた 。 身 長 は 座 高 と 同 じ傾 向 を示 す。 し か し座 高

は ， 下腿 囲 ・ 足 頸 囲 と の 相 関 は 認 め ら れな い 。

・ 体 重 ・ 総 脂肪量 ・ 除 脂 肪 体 重
こ れ ら は ， 長 さ ・ 周径 ・ 筋 カ ・ サ イ ド ス テ ッ プ ・ 伏臥上体 そ ら し に 高 い 相関 が み

ら れ， と く に 上 肢 ・ 下肢 と の 周 径 に 高 い相 関 がみ ら れ た が， と く に 除 脂肪体重 と

周 径 お よ び筋 力 と の 間 に 認 め ら れ る こ と は ， こ こ の 被 測 定者達 に つい て は 脂肪 が

少 な い と い う こ と を しめ して い る 。
・ 皮 下脂肪厚 （ 上腕 ・ 背 ）

長 さ ・ 周 径 ・ サ イ ド ス テ ッ プ ・ 全 身反 応 （ 動 作 開 始 ） に 相関 が み ら れ筋 力 と の 相

関 は み ら れ な い 。
・ 脂 肪推 定 率

周 径 （ 上肢 ） ・ 体 重 ・ 総 脂肪量 ・ 皮 下 脂肪厚 ・ 座 高 に 相 関 がみ ら れた 。
・ 上 肢 長

身 長 ( . 7 1 ) 。 体 重 ( . 6 1 ) ・ 総 脂肪 量 ・ 除 脂肪 体 重 ・ 皮 下 脂肪厚 （ 上腕 ） ．
座 高 ・ 伸展上腕 囲 ・ 下腿 囲 ・ 背筋 カ ・ 垂直 跳 ・ サ イ ド ス テ ッ ブ ・ 伏 臥 上 体 そ ら し

に 相関 が み ら れ た 。
・ 下腿長

足 頸囲 ・ サ イ ド ス テ ッ プ ・ ス テ ッ ピ ン グ ・ 伏 臥 上 体 そ ら し に 相 関 が み ら れ た 。

・ 伸 展 上 腕 囲 ・ 屈 曲 上腕囲 ・ 前 腕 囲 ・ 手頸囲

伸展上腕囲 ・ 屈 曲 上 腕囲 ・ 前腕囲 ・ 手 頸 囲 と の 相 互 間 の 相 関 は 高 く ， な か で も 大

腿 囲 ・ 下腿 囲 ・ 足 頸 囲 に 高 い 相 関 が み ら れた 。
・ 大 腿 囲 ・ 下 腿 囲 ・ 足 頸 囲

ほ と ん ど 同 じ傾 向 がみ ら れ， 周 径 を示 す伸 展上腕囲 ・ 屈 曲 上腕 囲 ・ 前 腕 囲 ・ 手 頸
囲 に 高 い 相 関 が み ら れ， 背 筋 カ ・ 握 カ ・ 腕 力 に も 相 関 が み ら れ， 背筋 カ ・ 握 カ ・

腕 力 に も 相 関 が み ら れ， 大 腿 囲 は 脚 力 と の 間 に 相 関 が み ら れた。 大 腿 囲 ・ 下 腿 囲

は サ イ ド ス テ ッ プ ・ 伏 臥 上 体 そ ら し に 相 関 がみ ら れ， 足頸 囲 は ス テ ッ ピ ン グ に 相
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関がみられた。
② 機能に関するもの

・ 筋機能
く 背筋力 〉
握力 ( .5 7 , , . 4 4) ， 腕力 ( .62, .60) ， 脚力 ( .35, .31 ) ， サ イ ド
ス テ ッ プ ( .50) ， 伏臥上体そらし ( .58 )， に高い相関がみられ，身長 ・ 体重
・ 大腿囲 ・ 下腿囲に相関がみられた。
く 握 カ ・ 腕力 〉
長さとの相関はほとんどみられず， 1申展上 腕囲 ・ 屈 曲 上 腕囲 ・ 前 腕囲 ・ 手頸囲 ・

大腿囲 ・ 下腿囲 ・ 足頸囲と周径を示すものとの相関がみられた。 筋力の背 筋 カ ・
腕カ ・ 握力にはみられたが，脚力は 腕力にのみ相関がみられた。 握力は全身反応

（ 筋収縮）に相関がみられ， 腕力は サ イ ド ス テ ッ プに相関がみられた。
＜ 脚力 〉
大腿囲 ・ 下腿囲 ・ 背 筋 カ ・ 腕カ ・ サ イ ド ス テ ッ プ ・ ス テ ッ ピ ン グに相関がみられ
た。

・ 瞬発 力

く 垂直跳 ＞
サ イ ド ス テ ッ プ ( .6 3)に高い相関がみられ， 座 高 ・ 上肢長に相関がみられ， 他
の項 目 とに相関 は み ら れな か った。

・ 敏捷性

く サ イ ド ス テ ッ プ 〉
垂直 跳 ( .63) ，全身反応 （ 筋収） （ ．57) ， 大腿囲 ( .56 , .51) ， 体重
( .  55) ， 除脂肪体重 ( .55) ， 皮下脂肪厚 （ 上 腕） （ ． 83) ， 腕力 ( .65, .54), 

伸 展上 腕囲，屈 曲 上 腕囲に高い相関がみられ，ス テ ッ ピ ソ グ ・ 全身反応 （ 動 作開
始） ・ 身長 ・ 脂肪推定率をのぞいた他の項目には， それぞれ相関がみられた。
く ス テ ッ ピ ソ グ 〉

下腿長 ( .51, .53) ， 足 頸囲 ( .39 , .37 ) ， 脚力 ( .22, 3. 38) ，全身反応
（ 動 作開始 ） （ ．54) ， 全身反応 ( .45) に相関がみられた。

・ 神経感覚機能
〈 全身反応 （ 動 作開始 ・ 筋収縮 ・ 全身反応）〉
一 部をのぞき （ 動作 開 始は皮下脂肪厚 （ 上 腕・ 背 ） 間に相関がみられ， 筋 収縮は

腕力に相関がみられた。 ）形態 （ 長さ ・ 周径） ・ 筋機能には相関がみられず， 動
作 開 始はス テ ッ ピ ン グ ( .5 4) ， 全身反応 ( . 80) に， 筋収縮はサ イ ド ス テ ッ プ
( .  58) ，全身反応 ( .66) に，全身反応は， サ イ ド ステ ッ プ ( .36) ， ス テ ッ
ピ ン グ ( .45) ， 動 作開 始 ( . 80) ， 筋収縮 ( .66) にそれぞれ相関がみられた。

• 関節機能
＜ 伏 臥上体そらし 〉
身長 ( . 83) ，上肢長 ( .66 , .53) ，下腿長 ( .56,, .50) ， 背筋力 ( .58) ,
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サ イ ド ス テ ッ プ ( . 4 7 ) , 

第 3 表 走幅 跳 の 成績 と 基礎的運動技能

女子体育大学生 (N= 125) 女 子 競 技 者 ( N= 32 )

走 幅 跳 の 成 績 3. 7 O M 5. 4 5 M 

． 歩 跳 2. 3 3 M  2. 7 0 M 

50 M 走 ( IO M助走 ） 7. 6 0 sec 6. 1 0 sec 

立 5 段 跳 9. 4 1 M 1 1. 9 8 M 

に 相 関 が み ら れ た 。 ま た ， 形 態 では 足 頸 囲 ・ 皮 下脂肪厚 （ 上 腕 ・ 背 ） を の ぞ き ，

そ れぞれ相 関 がみ ら れた 。

4 ま と め

走 幅 と び に お い て よ い 成績 を お さ め る た め に 要 求 さ れ る 形態 や機能 は ど の よ う な も の で

あ る か， 個 人 個 人 に 内 在 す る 力， そ れ の どの よ う な も ち 主 が よ い 成 績 を お さ め ら れ る か を

知 る た め に ， こ の 研究 を すす め て き た 。 今回 研究 の 対 象 に し た 競 技者 の 甚礎的 運 動 技 能 は
表 3 の 通 り で あ る が， 身 長 は あ る 程 度 あ り ， 脂肪 の 少 な い 筋肉 質 の 体 格 で， 上肢 ・ 下肢 の

筋 力 が 発達 し て お り ， 特 に 下肢 が太 く が っ ち り し て い る ク イ プ の も ち 主 であ る こ と 。 ま た

柔軟 な 身 体 で あ り ， 身 の こ な し が機 敏 で ス ビ ー デ ィ ー に ， 自 分 の 身体 を 動 かす こ と が で き
る 力 を持 っ て い る も の が ， よ い 成績 を納 め る た め の ひ と つ の 条件 で あ る こ と が わ か っ た 。

は じ め に も 述 べ た が， 競技者 の 潜在 力 を ， よ り 適格 に 評価す る た め に は 更 に 多 く の 競技者
に つ い て 研究 し， よ い コ ー チ と し て の 「 カ ン」 を 高 め て い か な け れば な ら な い と 思 う 。

お わ り に 本 研 究 を 進 め る に あ た り ， 本 学 菅 沼 史 雄講師， 東京教 育 大 学 市 村操 一助教授，

日 本 体 育協 会 ス ボ ー ツ 研 究 所 の 方 々 に 多 大 の 援 助 を 受 け ま し た 。 こ こ に 深 く 感謝 い た く ま

す。
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